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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成21年12月24日(2009.12.24)

【公開番号】特開2008-248392(P2008-248392A)
【公開日】平成20年10月16日(2008.10.16)
【年通号数】公開・登録公報2008-041
【出願番号】特願2008-125524(P2008-125524)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/07     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  33/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０３Ｓ
   Ｃ２２Ｃ  19/07    　　　Ｃ
   Ｂ２２Ｆ   1/00    　　　Ｗ
   Ｃ２２Ｃ  33/02    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月5日(2009.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
質量％で、
　　　　Ｃｏ：４０～６０％、
　　　　　Ｖ：１．５～３．５％、
　　　　　Ｂ：１０～４０％、
　　　　Ｓｉ：０．０１～１．００％、
　　　　Ｍｎ：０．０１～１．００％、
　　　　　Ｃ：０．１％以下、
残部Ｆｅおよび不可避的不純物元素からなるＦｅ－Ｃｏ－Ｖ系分析機器用合金材料をガス
アトマイズまたは水アトマイズ法により作製し、該合金材料を高密度成形法により固化成
形し、該固化成形した合金材料の任意の部位１０箇所（１ｍｍ×１ｍｍ）の視野内におけ
る結晶粒径の平均値（Ｄａ）がいずれも５～１００μｍであり、かつその１０箇所におけ
るＤａの標準偏差が１０個のＤａの平均値に対して１０％以下であることを特徴とするＦ
ｅ－Ｃｏ－Ｖ系合金材料の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　その発明の要旨とするところは、
質量％で、Ｃｏ：４０～６０％、Ｖ：１．５～３．５％、Ｂ：１０～４０％、Ｓｉ：０．
０１～１．００％、Ｍｎ：０．０１～１．００％、Ｃ：０．１％以下、残部Ｆｅおよび不
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可避的不純物元素からなるＦｅ－Ｃｏ－Ｖ系分析機器用合金材料をガスアトマイズまたは
水アトマイズ法により作製し、該合金材料を高密度成形法により固化成形し、該固化成形
した合金材料の任意の部位１０箇所（１ｍｍ×１ｍｍ）の視野内における結晶粒径の平均
値（Ｄａ）がいずれも５～１００μｍであり、かつその１０箇所におけるＤａの標準偏差
が１０個のＤａの平均値に対して１０％以下であることを特徴とするＦｅ－Ｃｏ－Ｖ系合
金材料の製造方法にある。
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